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◆本レポートの内容◆ 

 

【１】社長が行う“従業員の個別面談”は是か非か？    ………… １㌻ 

【２】“個別面談”で容易に解消できる問題もある！    ………… ２㌻ 
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【４】面談では“１対１”でしかできないことをする！   ………… ４㌻ 

【５】現代組織に不可欠な２本の“対従業員ルート”    ………… ５㌻ 
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“効果”も“成功要因”も意外なところにある？ 

経営者が行う従業員“個別”面談 
◇◆◇ 益々複雑化する組織運営に備えて ◇◆◇ 

  

 

 

 社長の思いや指示が組織になかなか浸透しない、

あるいは現場の問題が、なかなか経営トップに伝わ

って来ないとしたら、確かに“組織内コミュニケー

ション”が不足しているかも知れません。 

 そうした不足を効果的に補う方策として、昨今で

は“経営者の従業員個人面談”が注目されているの

でしょう。しかし、そこには予想以上の効果ととも

に、少し意外な“注意点”もあるようです。 

  

 

 


